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月 火 水 木 金 土 

※中学生の活動について 

・12/9（土）  クリスマス会について話し合おう 

・12/23（土）  クリスマス会をしよう 

自分の意見を伝えたり、相手の意見を聞き入れたりしながらクリスマス会でやり

たいことや必要な準備等について話し合い、皆でクリスマス会を楽しみます。 
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自分！発見！！ 

（自分調査） 
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自分！発見！！ 

（自分調査） 
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自分！発見！！ 

（自分調査） 
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自分！発見！！ 

（自分調査） 
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自分！発見！！ 

（自分調査） 
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自分！発見！！ 

（自分調査） 
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友だちインタビュー 

（友だち調査） 
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友だちインタビュー 

（友だち調査） 
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友だちインタビュー 

（友だち調査） 

１2 

友だちインタビュー 

（友だち調査） 
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友だちインタビュー 

（友だち調査） 
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友だちインタビュー 

（友だち調査） 
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制作（年賀状） 

（干支を描こう） 
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制作（年賀状） 

（干支を描こう） 
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制作（年賀状） 
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制作（クリスマス） 
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制作（クリスマス） 

（リース作り） 
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クリスマス会 
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クリスマス会 
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ルール遊びを決めよう 

（ルール遊び） 
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【１２ 月 の 活 動】自分や相手のことについて知る／制作・行事／ルール遊びを決めよう 

 

 

（今月の主な活動）  

≪自分を知る≫自分の好きなことや得意なこと、考え方や感じ方について知ることで、自分の 

強みを発見し、自己肯定感を育みます。 

≪相手を知る≫友だちにインタビューをしたり、クイズをだしたりして、相手について知り、 

友だちの良い所や自分との共通点を見つけながら、友だちとのやりとりを楽し 

みます。 

≪制作・行事≫季節を感じられる制作活動や行事を通して、年末年始の過ごし方を知ったり、 

友だちと楽しい時間を共有したりします。 

≪ルール遊びを決めよう≫自分の意見を伝えたり、相手の意見を聞き入れたりして皆で決めた 

遊びをルールを守りながら楽しみます。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不 登 校 に つ い て 考 え る 

 ２０２２年度学齢期の「不登校」や「いじめ」の全国調査結果（令和５年１０月４日）が発表された。小・中学校の「不登校」は

２９万人と１０年連続増加となり、過去最多となった。「いじめ」も最多の６８万件となった。この調査結果を今後解決するには、

学校だけでは限界がある。行政も含めて社会全体が，考えていかなければいけない深刻な問題である。 

 現在住んでいる、鹿児島県においても「不登校」は前年度比１８％増の４，５０７人（１０月６日)、５年連続最多を更新した。

「いじめ」も前年度比５％増の１０，８２０件と発表された。紙上には、「コロナ渦で行動制限など環境の変化で対人関係を築く

のが難しくなり、登校意欲も湧きにくくなった」と記されていた。確かに一因と考えるが、この状況は未来の日本を支える子ども

たちの「生き方に関わる」重大な問題であると考える。背景には，社会状況、経済状況、生活格差、教育等々の困難な課題が

あると考えるが，「本人の声」や「思い」を大切にする一人一人に向き合った支援について、真剣に議論する時が来ている。 

 鹿児島県は、江戸時代以前より薩摩独特の異年齢の子どもたちの縦割りの自治教育、「郷中教育」があり，地域の子ども同

士が差別なく一緒に育みあい，偉人を輩出した歴史がある。今の時代は江戸時代とは違う。しかし、その教育は「人として生

きていくために大切な忠義」、「礼節」等を学び、薩摩独特の士風と文化の基礎を築いてきた。薩摩の人材育成の要として青

少年育成錬成組織となった。「郷中教育」を学び、「相手の心の痛みが分かる優しい心を持った児童・生徒」を育て、地域で安

心して暮らせる社会を目指さなければならないと考える。 

 兵庫県立「山の学校」校長の田中裕一氏は『不登校の児童・生徒、一人一人の声、思いを大切にすることが重要である。そ

のことは本人の思いどおりになる様にすることでなく、学校は当然連携するのが当たり前であり、「人と人」そして、「機関と機

関」と積極的に情報を共有して連携して支援することが大切である。不登校の子どもが、学校に登校するというのは、方法の

一つであり、目標ではない。登校しないというのは、選択肢の一つである。本人が「どう過ごすかという視点が」大切である』と、

述べている。 

 子どもたちの声は，「どうせ、〇〇なんか・・・」「人生、余っちゃった・・」「ただ生きているだけ・・」等と、社会に希望が持てない

言葉が聞かれることがある。子どもたちの心の中を、分かってもらえない大人や社会への不信があると、私は考える。周りの支

援者・大人たちは，「苦しみ」、「生きづらさ」，「心の苦しさ」を理解して，「その人らしい生き方」を一緒に考えることが大切であ

る。 

人は「違って当たり前」，「人はみないい（良い）」という，個々の違いを認めあい，多様な人々が，地域で安心して暮らすこと

ができる共生社会の実現の為，本人と支援者との信頼関係を築き、本人の「やりたいこと」や「できること」から，本人の意思を

尊重し取り組むことが大切である。また，支援者は家族も苦しんでいることを理解して，家族支援も一緒に取り組むことが求め

られる。家族を元気にして、お互いをねぎらうことが重要と考える。 

支援者は、「良き支援者より良き理解者」になること、そして「顔の見える関係づくり」に努めることが 

大事であると日々考えている。                                    

教育相談員 

馬籠 裕二 

※専門職の来所予定日 

公認心理師(松本)：16 日(土)、25 日(月)～28 日(木) 

言語聴覚士(永山）： 7 日(木)、9 日(土)、11 日(月)、14 日(木)、15 日(金)、18 日(月)、19 日(火)、28 日(木) 

理学療法士(樋口)：16 日(土)、20 日(水)、21 日(木)、23 日(土)、27 日(水) 

作業療法士(大平)： 4 日(月)、5 日(火)、12 日(火)、16 日(土)、 

 ★お知らせとお願い★ 

・提出書類につきましては、保護者の方より職員へ直接お渡しください。 

・登園時間は、平日 16時 20分まで、土曜日（午前）10時 20分まで、（午後）13時 50分までにお願いします。 

・おやつは、平日 15時 15分～15時 30分、土曜日(午前)10時 30分、(午後)15時に提供いたします。 

・お迎えは、平日 17時 20分～18時の間、土曜日（午前）11時 50分～12時 10分の間、（午後）15時 20分～15時 40分の間でお願い

致します。また、お迎えの際は引き継ぎ 20分前に番号札を準備しますので、来所された順に取ってお待ちいただき、引き継ぎ開始

時間になりましたらインターホンにてお知らせください。 


